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しかしてシクロヘキサンのときには( 1 )に相当するものの収率はアセトンのとき 11. 1%，イツブロピ
ルアルコールのとき 39.5%を得ている。




きらにテトラリンについて研究を進め， (1) に相当するジメヂル αーテトラリルカルピノールを 30.2
-172-
'"'-'37.0%の収率で得ている。
なお，上記のときにに生成したR-R ， ﾇ!!3") C-C (St:3 8生成についても詳細検討している。
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のようにしてジメチルメチロール基が導入きれることを確認した。アセトンのかわりにメチルエチルケト
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のようにしてメチロ{ル基が RHに導入されることを確認した。たとえばシクロヘキサンを用いるとシク
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ロヘキシルカルピノールが得られる。
以上要するに，従来グリニヤール試薬その他の厄介な方法によって行なわれていたメチローノレまたはそ
の誘導体の合成が著者の研究によって著しく簡易化され，光照射法によって 1 段で合成可能となったわけ
で，得られたメチロール化合物は酸の存在の下に過酸化水素を作用させることによって新しい重合開始剤
としてクローズアップされつつあるハイドロパーオキサイド，パーオキサイドの合成原料として貴重なも
のであり，工業的応用は今後の研究に待つところ多いがこの万面の工業的基礎を確立せじめた点から見
て，この論文は博士論文として充分に価値あるものと信ずる。
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